
中海会議第４回幹事会【概要】 

H24.7.31 国際ファミリープラザ（米子市） 
 
議事１ 要綱改正（案）について（説明者：鳥取県企画部企画課） 
【意見等】 
 特になし。 

⇒構成機関の担当部署変更に伴う各部会・ワーキング要綱の改正について承認。 
 
 
議事２ 第３回中海会議への報告事項（案）等について 

 

（１）中海湖岸堤等整備に係る調整会議（説明者：国土交通省出雲河川事務所） 
【意見等】 

■米子市副市長 

 ・複数河川がつながる旗ヶ崎の承水路について、内水対策も併せて講じなければいけない。 
・基本的には内地の管理は市であるということは承知しているが、今後、詳細設計に向けての協

議の中で、国土交通省のお知恵、またでき得れば御支援もお願いしたい。 
■出雲河川事務所長 

・外水と内水対策については、しっかりと一体的に計画して設計していくということが重要であ

り、引き続き、具体的な協議についてお願いしたい。 
■鳥取県西部総合事務所長 

 ・外江護岸の内水対策の取組について、背後に港湾施設のない区域は、河川管理者への移管につ

いて協議中とあるが、河川管理者との協議がどの程度進んでいるのか等、状況を教えていただ

きたい。 
■境港管理組合事務局長 

・河川管理者である国交省からの調査依頼により、一番の大潮の時期を迎える８月から観測に入

る。 
・その結果をもって、再度国交省と協議してスムーズな移管につなげていきたい。 
 

（２）中海の水質及び流動会議（説明者：鳥取県生活環境部水・大気環境課） 
【意見等】 

■鳥取県生活環境部次長 

・水質については横ばいだが、一方で湖岸については海水浴が開かれたり、湧水ということで、

環境改善につながるような兆候もある。 
・流入負荷削減については、相対的に自然系の除去が大きな課題で、米子湾の流出水対策で、地

域を指定して対策に新たに取り組んでいるという状況。 
・一方、負荷の持ち出しについては、生態系の活用を継続的に進めていくことが肝要。 

 ・湧水調査は、非常に重要な調査結果。この結果を基に、今後、具体的にどういう対応が可能か、

部会でさらに検討を進めていくことが必要。 
 ・また、新たに底質調査と流動調査も取り組むので、この結果を基に、一体的な展開として、さ



らに部会の方で検討が必要。 
■米子市副市長 

 ・中海全域での流動をこれから分析していこうというときに、森山堤と大海崎堤の２箇所の流動

点の観測で十分なのかどうか、今後とも流動点の設置みたいなものをそれ以外に考えていく必

要がないのか。 
・森山堤の堤防の開削が完了した平成２１年５月から３年を超え、西部承水路の撤去が完成した

平成２２年５月から２年を超えており、流動調査結果が水質とどのように関わっているのか、

いないのか、判断することが困難なのかどうかということも含めて、そろそろそういう議論を

してもいいのではないか。 
・大海崎に設置された計測器が大雨で消滅したというようなことであるが、仮に事実だとすれば、

早急な対応をしていただきたい。 

■鳥取県生活環境部水・大気環境課長 

 ・森山堤と大海崎堤の水の動き等については、本庄工区に入るときは両方から入り、出るときも

両方から出るというご報告をしているが、昨年度から特に新たな情報がなかったということで、

このたびは、流動についてはご報告をさせていただいていない。 
 ・測定地点については、国交省で、本庄工区の真ん中に測定地点を、昨年の１０月から測定を開

始しておられるところ。必要なところについては、適宜、国交省にも要請させていただきなが

ら測定に努めていきたい。 
 ・COD については減少傾向であるが窒素、りんはずっと横ばいであり、湖沼の汚濁のメカニズ

ムは非常に複雑である。 
・開削の影響や効果と水質とを結び付けるのは非常に難しいことであり、水質流動の調査結果等

を基に専門家の先生方にもご助言をいただきながら、引き続き検討してまいりたい。 
■出雲河川事務所水環境課長 

 ・大海崎の流向・流速計は、昨年５月に一部壊れ、そのあと、完全に壊れている。 
・大海崎の場所については、計器が壊れたこともあり、再度設置場所の検討をしている。また、

過去、何度も壊れているので、もう少し長くもつ構造にしないといけない。そうした点を現在

検討しているところ。 
 ・場所等が決まって、設置ができるようになったら、早急に設置したい。 
■米子市副市長 

 ・環境省が取り組んでいる汽水湖の汚濁負荷の汚濁メカニズムの解明という研究課題については、

継続的に、今年度も環境技術実証事業という事業をされておられる。 
・そういう水環境に資する実証実験というものが本地域にとって有益であれば、積極的に調べて

みる必要がある。 
・中国四国環境事務所は、水質流動部会においても、そういった立場から、もっと情報提供なり、

ご助言をいただくような取組が必要ではないか。 
■鳥取県企画部長 

 ・今、おっしゃった点は、私の方でも環境省に投げかけてお願いしてみたい。 
■鳥取県生活環境部次長 

・湖沼ごとに状況が違うので、一律に実現できるという手法はまだまだ難しい面もあるが、他府

省でやっている事業等、よく把握して情報収集に努めてまいりたい。 
■鳥取県西部総合事務所長 



・2011 年の大潮、小潮のデータは、2010 年とほとんど変わらないかどうか分からないが、有意

性があるかないかは別にして、そういうデータがあるのであれば出していただいた方がいいの

ではないか。 
 

■出雲河川事務所長 

 ・壊れた計器の分については、データがあるのかは分からないが、基本的にはデータはあるので、

お示しできる。 
■出雲河川事務所水環境課長 
 ・出し方については検討させていただき、今後どうするのか、どういうデータを出すのが分かり

やすいかも含めて少し検討させていただきたい。 
■中国地方整備局河川部長 

 ・現在、ハードについては、概ね中海の最終的な形になったと思っている。 
・流動調査については、個別のポイントだけのデータを取り出しても、実際どうなっているかは

なかなか分からない。 
・今の中海がどういう状態で流れていて、またそれに合わせて環境のデータを入れたときにどう

変化するかというところをシミュレーターを用いて見える化することが大切。 
・本会議において、今後行なうシミュレーション結果のイメージを説明できないか。 

 
（３）中海沿岸農地排水不良ワーキンググループ（説明者：米子市経済部農林課） 
【意見等】 

特になし 

 ⇒残土の確保、作物の関係等の課題について、ワーキンググループで今後さらに検討。 
 
（４）中海の利活用に関するワーキンググループ（説明者：島根県政策企画局） 
【意見等】 

 特になし。 

 ⇒今後取り組みが更に進むよう、引き続き検討していく。 
 
 
議事３ 第３回中海会議の開催（案）について（説明者：鳥取県企画部企画課） 
【意見等】 

特になし。 
⇒案に沿って本体会議を行なうことで承認。 


